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「座薬�座って飲むもの」という勘違いを笑い話にした落語があります。その一方
で、「日本人の �分の �が、処方薬の服用方法を理解することが『難しいと感じてい
る』と回答している」という、笑えない研究結果もあります。 

このセッションで扱う「ヘルスリテラシー（��）」とは、自分に合った適切な健康情
報を「入手」し、「理解」し、信頼性を「評価」し、効果的に「活用」する、�つの
⼒を指します。��が低いことは、薬の誤用のみならず、効果のない健康食品の購
入、救急外来へのコンビニ受診、健診未受診、といった様々な悪影響を及ぼします
が、��について、今の医学教育では学ぶ機会の少ないのが実情です。 

このセッションの目標は、�����の低い人に配慮した診療を行えるようになる、��ツ
ールを用いて健康情報の信頼性を評価できるようになる、���患者さんや住⺠の ��

を⾼めるアプローチを実践できるようになる、といったことです。この機会にぜ
ひ、��について一緒に学びましょう！ 

  


